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 そのため、本研究では研究 1 において、危険因子のコントロールが重要である脳梗塞に
焦点を当て、再発予防を目的とした 6 ヶ月間の疾病管理プログラムを開発した。そして、





















 ここで開発した疾病管理プログラムについては、研究 2(第 4章)で検証を行った。 
 
研究 2：脳梗塞再発予防における疾病管理プログラムの有効性の検討 
 研究 2(第 4章)では、研究 1で構築した脳梗塞患者における疾病管理プログラムの有効性
について検証した。 
 研究協力施設 10病院から自宅退院した軽症脳梗塞患者 321名を対象とし、無作為化比較





意差はみられないものの、対照群(6 人再発)においては介入群(2 人再発)の 3 倍であった。
各指標の比較においては、介入群のすべての指標が改善し、本研究の代理指標である














 一方で、研究参加病院に十分な患者数がありながら、リクルートに 2 年を要したことか
ら、脳卒中再発予防医療を進める上での課題が明らかになった。退院後の患者の約 3 割に
連絡がつかなかったことや患者や家族が再発予防に危険因子のセルフマネジメントの必要
性を認識していないことが、リクルートの障害となった。今後の課題として、急性期病院
を退院する時点で脳卒中患者登録を行うこと、脳卒中の再発予防には危険因子のコントロ
ールが重要であることを周知させていく必要があると考える。 
 
  
 
